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平成 20 年 10 月期通期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

平成 20 年 10 月期（平成 19 年 11 月１日～平成 20 年 10 月 31 日）の業績予想について、平成 20 年６月 10 日付当社

「平成 20 年 10 月期中間決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 10 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 通期（平成 19 年 11 月 1 日～平成 20 年 10 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） １３，１９５ １，０５５ １，０７０ ４８５ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） １３，００４ ９４３ ９３８ ３３９ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１９０ △１１１ △１３１ △１４５ 

増 減 率 △１．４％ △１０．６％ △１２．３％ △３０．０％

 

(２) 修正理由 

売上高につきましては、ファインケミカル事業において第４四半期以降ＬＣＤパネル向け製品の需要が減少し

たことにより、前回予想を下回り 13,004 百万円（当初予想比：190 百万円の減少）となる見込みであります。 

営業利益につきましては、売上高の減少に加え、第４四半期以降原材料価格が急激に上昇し、その結果製品価

格への転嫁が遅れたことの影響も受け、943 百万円（当初予想比：111 百万円の減少）となる見込みであります。

また経常利益につきましては、更に有価証券評価損 29 百万円を計上したことにより、938 百万円（当初予想比：

131 百万円の減少）となる見込みであります。 

当期純利益につきましても上記理由に加え、減損処理による投資有価証券評価損 34 百万円を計上したことによ

り、339 百万円（当初予想比：145 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

(３) ご参考：前期の実績（平成 18 年 11 月 1 日～平成 19 年 10 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益 

通 期 １３，４３４ １，４４１ １，４８０ ６８３ 

 



  

 

２．平成 20 年 10 月期 個別業績予想の修正等 

(１) 通期（平成 19 年 11 月 1 日～平成 20 年 10 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） １２，２８０ ９１５ ９６０ ４７５ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） １２，０８０ ７９４ ８１１ ３２３ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１９９ △１２０ △１４８ △１５１ 

増 減 率 △１．６％ △１３．２％ △１５．４％ △３１．８％

 

(２) 修正理由 

売上高につきましては、ファインケミカル事業において第４四半期以降ＬＣＤパネル向け製品の需要が減少し

たことにより、前回予想を下回り 12,080 百万円（当初予想比：199 百万円の減少）となる見込みであります。 

営業利益につきましては、売上高の減少に加え、第４四半期以降原材料価格が急激に上昇し、その結果製品価

格への転嫁が遅れたことの影響も受け、794 百万円（当初予想比：120 百万円の減少）となる見込みであります。

また経常利益につきましては、更に有価証券評価損 29 百万円を計上したことにより、811 百万円（当初予想比：

148 百万円の減少）となる見込みであります。 

当期純利益につきましても上記の理由に加え、減損処理による投資有価証券評価損 34 百万円の計上や、耐涂可

涂料化工（青島）有限公司に対する投資損失引当金繰入額 16 百万円を中間期より追加計上したことにより、323

百万円（当初予想比：151 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

 

(３) ご参考：前期の実績（平成 18 年 11 月 1 日～平成 19 年 10 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 当期純利益 

通 期 １２，５９７ １，３４４ １，４０２ ６２４ 

 

 

以    上 


